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福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
は
、
県
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
懸
命
な

努
力
と
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
、「
第

二
期
復
興
・
創
生
期
間
」
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
の
森
林
・
林
業
は
い
ま
だ
放
射
性
物
質
の
影
響
が
残
り
、
森
林
整
備
の
推
進
、
木

材
産
業
や
特
用
林
産
物
の
再
生
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
後

造
林
さ
れ
た
人
工
林
は
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
本
県
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
循
環
利
用
を
推
進
し
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮

と
あ
わ
せ
て
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
一
環
で
あ
る
「
植
え
て
」「
育

て
る
」
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、
優
良
種
苗
の
安
定
的
な
供
給
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
注
目
さ
れ
始
め
た
優
良
種
苗
の
一
つ
と
し
て
特
定
母
樹
が
有
り
、
こ
れ
ま
で
県

に
お
い
て
は
ス
ギ
特
定
母
樹
の
採
種
園
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
当
組
合
は
そ
の
採
種
園

か
ら
生
産
さ
れ
た
種
子
を
購
入
し
、
組
合
員
が
二
年
を
か
け
て
大
切
に
育
苗
し
て
き
た
特

定
苗
木
（
特
定
母
樹
由
来
の
苗
木
）
に
つ
い
て
今
年
の
春
か
ら
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。
特

定
苗
木
は
、
一
般
的
な
ス
ギ
と
比
べ
、
成
長
量
は
約
一
・
五
倍
、
花
粉
の
量
は
概
ね
半
分

以
下
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
育
林
コ
ス
ト
の
低
減
、
森
林
の
炭
素
固
定

量
の
増
加
や
花
粉
発
生
量
の
抑
制
対
策
等
、
日
本
の
森
林
・
林
業
が
抱
い
て
い
る
課
題
を

解
決
し
、
効
率
的
な
「
植
え
て
」「
育
て
る
」
へ
の
貢
献
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
、
組
合
員
が
一
丸
に
な
っ
て
特
定
苗
木
の
品
質
の
向
上
と
安
定
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
か
ら
特
定
増
殖
事
業
者
と
し
て
の
認
定
を
受
け
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
ス
ギ
特
定
母
樹
採
種
園
を
会
津
地
方
と
浜
通
り
地
方
で
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

秋
か
ら
会
津
地
方
で
の
採
種
園
整
備
を
開
始
し
て
、
県
の
種
子
生
産
体
制
を
補
完
し
、
優

良
種
苗
の
安
定
供
給
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
強
化
し
、
特
定
苗
木
の
種

子
の
生
産
か
ら
優
良
な
苗
木
の
安
定
供
給
を
と
お
し
て
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
へ
の
貢

献
と
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
高
度
発
揮
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

優良な苗木の安定供給に向けて

福島県農林種苗農業協同組合　　　　
代表理事組合長　野　尻　榮　一
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行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
知
事
賞
受
賞
の
大
戸
小
学
校

緑
の
少
年
団
は
、
今
年
度
「
全
国
緑
の
少

年
団
活
動
発
表
大
会
」
に
推
薦
し
た
と
こ

ろ
、
み
ど
り
の
奨
励
賞
（
全
国
緑
の
少
年

団
連
盟
会
長
賞
）
を
受
賞
し
、
七
月
三
一

日
～
八
月
一
日
に
行
わ
れ
た
「
２
０
２
２

緑
の
少
年
団
交
流
大
会
in
北
海
道
（
道
民

の
森
）」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
会
場
を
ふ
く
し
ま
県
民
の
森

（
同
村
）
に
移
し
、

昼
食
を
は
さ
ん
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も

り
の
案
内
人
の
会
の

方
た
ち
の
指
導
の
も

と
、
少
年
団
は
二
班

に
分
か
れ
て
自
然
観

察
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

の
交
流
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

自
然
観
察
で
は
、

県
民
の
森
の
中
を
散

策
し
な
が
ら
、
草
木

や
生
き
物
な
ど
自
然

に
つ
い
て
学
び
、
木

工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、

県
民
の
森
内
に
あ
る

森
林
学
習
館
に
お
い

て
、
ヒ
ノ
キ
材
を

使
っ
た
箸
づ
く
り
や

輪
切
り
木
材
な
ど
を

　

令
和
四
年
七
月
二
五
日（
月
）、
大
玉
村

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

四
八
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
台
風
の
影
響
な

ど
を
考
慮
し
開
催
を
中
止
し
て
い
た
た

め
、
今
回
の
開
催
は
三
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た

　

本
大
会
は
、
県
内
の
緑
の
少
年
団
が
一

堂
に
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
緑
化
活
動
の

実
績
の
発
表
や
交
流
活
動
を
通
し
て
相
互

に
友
情
と
連
帯
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性

と
奉
仕
の
精
神
を
培
う
と
と
も
に
、
緑
を

愛
し
、
守
り
、
育
て
る
心
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
、
県
内
少
年
団

十
一
団
約
一
〇
〇
名
、
参
加
者
全
体
で
約

一
四
〇
名
が
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
当
協
会
小
檜
山
善
継
会
長
の

主
催
者
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
栁
田
範
久
福

島
県
農
林
水
産
部
次
長
（
県
知
事
代
理
）、

菅
野
昭
裕
大
玉
村
産
業
建
設
部
長
（
村
長

代
理
）
か
ら
来
賓
祝
辞
、
第
四
三
回
福
島

県
緑
の
少
年
団
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
（
受
賞
団
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）、
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
会
津
若

松
市
立
大
戸
小
学
校
緑
の
少
年
団
に
よ
る

活
動
発
表
、
地
元
少
年
団
（
大
山
小
、
玉

井
小
）
に
よ
る
誓
い
の
言
葉
の
順
に
執
り

使
っ
た
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ

く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
行
動
制
限
が
な
い
中
、
コ
ロ
ナ

の
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
来
賓
の
方
々

の
出
席
を
縮
小
す
る
な
ど
規
模
を
縮
小
し

て
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

緑
の
少
年
団
が
継
続
し
て
、
よ
り
一
層
活

動
に
取
り
組
め
ま
す
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第
48
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
、３
年
ぶ
り
の
開
催

公
益
社
団
法
人 

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会 

緑
化
推
進
局

式典の様子

自然観察

表彰式

木工クラフト

●今大会参加少年団

石田みどりの少年団
� （伊達市立石田小学校）

中郷小学校緑の少年団（三春町）

会津若松市立大戸小学校緑の少年団

会津若松市立川南小学校
� 「ホタルの里」緑の少年団

喜多方市立第一小学校みどりの少年団

猪苗代町立緑小学校緑の少年団

磐梯第二小学校緑の少年団

なみえ創成小学校緑の少年団

綴秋山みどりの少年団
� （いわき市立綴小学校）

大山小学校緑の少年団（大玉村）

大玉村立玉井小学校緑の少年団
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福
島
県
に
お
け
る

�
県
産
材
利
用
推
進
に
つ
い
て

福
島
県
林
業
振
興
課

県
政
コ
ー
ナ
ー

　

福
島
県
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
二
年
十
月
一
日
付
け
で

施
行
さ
れ
た
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」
と

い
う
。）
及
び
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に

即
し
て
、
平
成
二
三
年
七
月
に
策
定
し
た

ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用
推
進
方
針
に
よ
り

推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
公
共
建
築

物
等
木
材
利
用
促
進
法
が
令
和
三
年
十
月

一
日
付
け
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す

る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
」
と
い
う
。）
に

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
建
築

物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る

基
本
方
針
（
以
下
「
国
の
基
本
方
針
」
と

い
う
。）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
令
和
四
年
四
月
十
八
日
付
け
で
ふ
く

し
ま
県
産
材
利
用
推
進
方
針
を
改
正
し
、

公
共
建
築
物
に
お
け
る
県
産
材
利
用
推
進

を
は
じ
め
、
民
間
建
築
物
を
含
む
建
築
物

一
般
で
の
県
産
材
利
用
促
進
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

一�　

都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
の
概
要

　

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
施

行
後
、
低
層
の
公
共
建
築
物
を
中
心
に
木

造
化
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

耐
震
・
耐
火
性
能
の
技
術
革
新
や
建
築
基

準
の
合
理
化
に
よ
り
、
木
材
利
用
の
可
能

性
は
拡
大
し
、
都
市
部
に
お
い
て
、
先
導

的
な
取
組
と
し
て
中
高
層
木
造
建
築
物
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
公
共
建
築
物

等
木
材
利
用
促
進
法
が
令
和
三
年
十
月
一

日
付
け
で
都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
内
容
】

　

①
法
の
目
的
に
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
対
象
が
「
公
共
建
築
物
」
か
ら
「
建

築
物
一
般
」
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

③
国
・
地
方
公
共
団
体
と
事
業
者
等
に

よ
る
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
促

進
の
た
め
の
協
定
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

④
強
度
等
に
優
れ
た
建
築
用
木
材
の
製

造
技
術
の
開
発
・
普
及
の
促
進
等
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

二�　

ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用
推
進

方
針
改
正
の
概
要

　

都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
及
び
国
の
基
本

方
針
に
即
し
て
、
ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用

推
進
方
針
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

①
木
材
利
用
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実

現
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献

　

森
林
は
、
県
土
の
保
全
、
水
源
の
涵か

ん

養
、

自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面

的
な
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て
、
県
民
生
活

及
び
県
民
経
済
の
安
定
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
森
林
の
適
正
な
整
備
及
び

保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
持
続
的
に
発

揮
さ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
森
林
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
木
材

は
、
加
工
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
比
較

的
少
な
く
、
利
用
中
は
二
酸
化
炭
素
を
長

期
に
貯
蔵
し
、
利
用
後
も
化
石
燃
料
の
代

替
と
な
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
再
利
用
で
き
る
持
続
可
能
な
資
源

で
あ
り
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
や
持
続
可
能
で
多
様
性
と

包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
世

界
共
通
の
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
貢
献
す
る
資
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
方
針
の
趣
旨
に
追
加
し

ま
し
た
。

②
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
推
進

　

ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用
推
進
方
針
の
対

象
建
築
物
を
「
公
共
建
築
物
」
か
ら
「
建

築
物
一
般
」
に
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、

民
間
建
築
物
を
含
む
建
築
物
一
般
に
お
け

る
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
建
築
物
等
の
技
術
開
発
に
対
す
る
支
援

　

中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
等
を
促
進
す

る
た
め
、
強
度
や
耐
火
性
能
等
に
優
れ
た

建
築
用
木
材
等
の
技
術
開
発
に
対
す
る
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

④
県
有
施
設
に
お
け
る
県
産
材
利
用
を
更

に
推
進
す
る
た
め
の
木
造
化
、
木
質
化
及

び
県
産
材
利
用
の
検
討
方
法
の
見
直
し

　

県
が
整
備
す
る
す
べ
て
の
建
築
物
を
対

象
に
原
則
と
し
て
木
造
化
な
ど
の
木
材
利

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
ご
と
に
基
本

構
想
等
の
段
階
で
関
係
課
で
検
討
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
造
化
、
木
質
化
及
び
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
行
う
際

は
、
原
則
と
し
て
県
産
材
を
利
用
す
る
こ
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Ｈ31．３竣工
福島県立ふたば未来学園（手前３棟が木造構造）

Ｈ31．３竣工
福島県立ふたば未来学園内装

Ｒ２．３竣工
須賀川土木事務所内装

Ｒ２．３竣工
須賀川土木事務所（RC+木造の混構造）

Ｒ２．10竣工
復興公営住宅整備_南相馬市南町集会所内装

Ｒ２．10竣工
復興公営住宅整備_南相馬市南町集会所

と
と
し
ま
し
た
。

⑤
県
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
強
化

　

建
築
物
等
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
素
材
（
丸
太
）
生
産
業

者
、
木
材
市
場
、
製
材
工
場
等
を
対
象
と

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
業
や
木
材
産
業
な
ど
の
関
係

者
で
構
成
す
る
福
島
県
木
材
流
通
対
策
協

議
会
に
よ
り
、
県
産
材
の
需
給
動
向
や
価

格
動
向
等
を
協
議
し
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑥
県
民
へ
の
普
及
啓
発
方
法
の
見
直
し

　

県
民
が
木
と
触
れ
合
う
機
会
を
創
出

し
、
木
育
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

三　

終
わ
り
に

　

木
材
は
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢

献
す
る
な
ど
、
環
境
貢
献
度
の
高
い
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
資
材
で
あ
る
と
と
も
に
、
断

熱
性
、
調
湿
性
等
に
優
れ
、
紫
外
線
を
吸

収
す
る
効
果
や
衝
撃
を
緩
和
す
る
効
果
が

高
い
な
ど
の
性
質
を
有
し
て
お
り
、
木
の

香
り
で
人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
、
木

の
印
象
が
建
物
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め

た
り
、
集
中
力
を
高
め
る
な
ど
心
理
面
・

身
体
面
・
学
習
面
等
で
の
効
果
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
快
適
な
生
活
空
間
の
形

成
に
貢
献
す
る
資
材
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
使
用
す
る
木
材
を
県
産
材
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
丸
太
、
木
材
の
運
搬

距
離
が
短
縮
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
の
さ
ら
な
る
低
減
に
期
待
で
き
る
ほ
か
、

県
内
の
森
林
整
備
が
促
進
さ
れ
、
県
内
の

森
林
の
循
環
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

県
は
、
ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用
推
進
方

針
に
基
づ
き
、
公
共
建
築
物
に
お
け
る
県

産
材
の
利
用
推
進
や
民
間
建
築
物
を
含
む

建
築
物
一
般
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用
促

進
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
積
極

的
な
県
産
材
利
用
に
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



5―　 ―

林業福島　令和４年９月１日発行

　

福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会
は
令
和

四
年
七
月
二
五
日
、
福
島
テ
ル
サ
に
お
い

て
令
和
四
年
度
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
に
す
ぐ
に
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
、
例
年
よ
り
早
期
に
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
労
働
安
全
研
修
と
し
て
、

労
働
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
森

林
土
木
事
業
に
お
け
る
労
働
安
全
対
策
に

関
す
る
規
制
等
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確

認
し
、
ま
た
、
産
業
保
健
研
修
と
し
て
、

中
高
年
齢
従
事
者
の
多
い
建
設
業
に
お
け

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
危
ぶ
ま
れ
る

時
期
で
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
会
員
企
業
の
管
理
監
督
者
、
人
事
・

労
務
管
理
者
等
二
〇
名
が
受
講
し
、（
一

社
）
全
国
土
木
施
工
管
理
技
師
会
連
合
会

の
継
続
学
習
制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
の
認
定

を
受
け
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

日
々
の
仕
事
や
生
活
に
直
結
す
る
講
義

内
容
で
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

〈
労
働
安
全
研
修
〉

『
森
林
土
木
工
事
業
に
お
け
る
労
働
災

害
の
発
生
状
況
と
安
全
対
策
の
規
制
』

　

講
師　

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課

安
全
衛
生
係
長　

千
葉　

光
平 

氏

　

福
島
県
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状

況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

職
場
内
感
染
も
含
ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、

死
傷
者
数
で
も
発
生
件
数
で
も
令
和
二
年

度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
労
働
災

害
全
体
の
二
割
以
上
を
占
め
る
墜
落
・
転

倒
を
防
止
す
る
た
め
、
は
し
ご
や
脚
立
の

適
切
な
使
用
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
墜

落
制
止
用
器
具
の
買
い
換
え
等
に
つ
い
て

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
え
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
、
法
令
改
正
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
た

一
人
親
方
等
に
対
す
る
保
護
措
置
に
も
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
産
業
保
健
研
修
〉

『
生
活
習
慣
病
の
予
防

�

～
元
気
に
働
き
続
け
る
た
め
に
～
』

　
講
師　

福
島
市
保
健
所
保
健
予
防
課
検
診
予
防
係

　
　
　
　

保
健
師　

谷
ヶ
城
莉
佳 

氏

　

生
活
習
慣
病
と
は
生
活
習
慣
の
乱
れ
や

偏
り
が
関
連
す
る
病
気
の
全
般
の
こ
と

で
、
代
表
的
な
病
気
と
し
て
は
が
ん
、
脳

血
管
疾
患
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
重
症
化

す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
、
年

一
回
の
「
健
診
」
は
重
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、
健

康
の
三
本
柱
～
食
事
、
運
動
、
休
養
～
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す
。
社
員
の
皆
さ
ん

の
「
健
診
」
結
果
も
参
考
に
し
て
、
一
日

の
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
職
場
で
の
取

組
、〝
団
体
戦
〟
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
健

康
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

研修会の様子

労働安全研修　千葉　光平 講師

石川俊幸会長あいさつ

産業保健研修　谷ヶ城莉佳 講師

令
和
四
年
度
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会



6―　 ―

林業福島　令和４年９月１日発行

１　はじめに
　福島県では、治山・林道等森林土木業務の研究・情報・体験等の発表
や意見交換等を通じて職員の技術の向上を図り、森林土木事業の発展に
寄与することを目的として、標記発表会を開催しました。

２　発表会について
　発表会は、令和４年７月27日（水）に福島市のキョウワグループ・テル
サホール（福島テルサ）で開催しました。今年度は新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点から、発表者と審査員のみによる開催とし、発表状
況をWeb会議システムの活用により各農林事務所へオンラインで配信し
ました。発表は、治山部門４件、林道部門４件の計８件ありました。

３　発表内容
　発表内容及び審査結果は次のとおりです。

　審査員14名による厳正な審査が行われ、その中から、治山・林道それぞ
れで全国や北海道・東北地区で行われる発表会の推薦者を決定しました。

【第62回治山研究発表会へ推薦】
　県南農林事務所　　吉岡　圭太

【第57回林道研究発表会へ推薦】
　いわき農林事務所　渡辺真紀夫

【第57回北海道・東北地区治山林道研究発表会へ推薦】
　森林保全課　　　　小野　航太
　森林整備課　　　　粂川　隼人

４　おわりに
　IT技術を活用した新たな挑戦や長期間にわたる事業効果の検証・事業
実績の報告など若手職員を中心に普段の業務における課題や疑問点の解
決に向けた取組みや貴重な情報の蓄積となる発表がありました。
　当発表会は、第１回目が行われた昭和53年以来、今年で40回を迎え、
諸先輩方から引き継いできた森林土木技術の伝承や情報交換の場となっ
てきました。これからも、引き継いだ技術を伝えるとともに、森林土木事業の発展へと繋がる新たな技術を
広める場となるよう研鑚に励んでいきたいと思います。

第40回福島県治山林道研究発表会について
福島県森林整備課・森林保全課

№ 所　　属 氏　名 区分 題　　　　　　　名

１ 森 林 整 備 課 粂川　隼人 林道 森林GISに登載した林道データの活用状況と課題

２ 会 津 農 林 事 務 所 渡部はるか 治山 地すべり崩壊地　野辺沢山地区について～概成への10年の歩み～

３ 南会津農林事務所 阿部　正幸 林道 林道舗装における表層工の比較・検証について

４ 南会津農林事務所 吉井　順平 治山 南会津農林事務所管内における魚道付き治山ダムの現状
と維持管理について

５ いわき農林事務所 渡辺真紀夫 林道 高密路網重点整備事業実施地区「いわき三和中部地区」の現在

６ 森 林 保 全 課 小野　航太 治山 海岸防災林におけるＪクレジットを活用した管理手法の検討

７ 県 北 農 林 事 務 所 加藤　　修 林道 県北農林事務所における令和元年東日本台風災による林道施設災害復旧について

８ 県 南 農 林 事 務 所 吉岡　圭太 治山 治山事業計画の調査等の省力化について

主催者あいさつ

いわき農林事務所の発表

県南農林事務所の発表
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福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　

就
業
前
長
期
研
修
四
ヶ
月
目
の
七
月
。

今
月
は
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の
資
格
取
得
を

は
じ
め
、
育
林
技
術
を
習
得
す
る
と
共
に

一
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
臨
み
ま

し
た
。

○
七
月
の
研
修
内
容

　
「
間
伐
」
講
座
で
は
密
度
管
理
や
選
木

の
方
法
な
ど
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
し

た
。
こ
の
知
識
は
今
後
、
現
地
で
実
際
に

間
伐
実
習
を
行
う
際
に
重
要
な
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
後
「
玉
掛
け
技
能
講
習
」「
ロ
ー

プ
高
所
作
業
特
別
教
育
」「
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
型
墜
落
制
止
用
器
具
特
別
教
育
」
を
受

講
し
、
無
事
全
員
が
修
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
主
に
架
線
集
材
や
特
殊
伐
採
で
活

躍
す
る
資
格
で
す
。
こ
う
し
て
多
く
の
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
研
修
生
た
ち

は
、
様
々
な
業
務
内
容
や
現
場
条
件
に
対

応
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま

す
。

　

七
月
中
旬
に
は
「
下
刈
り
」「
除
伐
」「
つ

る
切
り
」
の
育
林
技
術
実
習
を
妙
見
山
実

習
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
い
ま
し
た
。
研
修
生

た
ち
は
、
下
草
に
隠
れ
た
苗
木
を
見
つ
け

る
こ
と
の
難
し
さ
、
斜
面
で
安
定
し
て
機

具
を
扱
う
こ
と
の
難
し
さ
、
対
象
に
よ
っ

て
使
用
器
具
を
切
り
替
え
る
こ
と
の
重
要

性
、
暑
さ
対
策
の
重
要
性
な
ど
と
い
っ

た
、
現
場
を
体
感
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
課
題
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
見
い
だ
し
、
充
実

し
た
実
習
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」
で

は
、
研
修
資
機
材
を
活
用
し
て
伐
倒
、
枝

払
い
、
丸
太
合
せ
切
り
の
反
復
練
習
を
行

い
、
同
時
並
行
し
て
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
い
ま

し
た
。
ハ
ー
ベ
ス
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
、

七
月
末
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
見
据
え

て
林
業
事
業
体
で
多

く
採
用
さ
れ
て
い
る

レ
バ
ー
操
作
に
設
定

し
直
し
、
慣
れ
る
ま

で
何
度
も
練
習
し
ま

し
た
。

　
「
樹
木
学
・
樹
木

調
査
」
講
座
で
は
、

主
要
な
広
葉
樹
の
樹
種
判
別
に
関
す
る
知

識
を
、
実
物
を
見
な
が
ら
習
得
し
ま
し

た
。
広
葉
樹
の
伐
採
や
更
新
に
関
わ
る
際

に
、
よ
り
有
利
な
採
材
や
実
生
の
選
別
を

行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

七
月
二
七
日
か
ら
の
三
日
間
、
県
内
各

地
の
林
業
事
業
体
に
お
い
て
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
の
業

務
を
体
験
・
見
学
し
、
職
場
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
で
、
研
修
生
た
ち
は
自
分
の

働
く
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
林
業
事
業
体
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
研
修
生
の
感
想　

渡
部
大
斗
さ
ん

　

私
が
林
業
に
興
味
を
持
ち
、
林
業
ア
カ

デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
に
入
講
し
た
の
は
、
林

業
を
学
べ
る
高
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払

機
を
高
校
の
実
習
を
通
し
て
扱
う
中
で
、

森
林
の
中
で
作
業
す
る
林
業
に
興
味
・
憧

れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
て
林
業
の
道
に
進
も
う
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
が

開
講
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
高
校

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
つ
つ
更
に
林
業

に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
高
め
る
た
め
に

入
講
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
に
入
講
し

て
三
ヶ
月
が
経
ち
、
最
初
の
頃
は
高
校
を

出
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
を
も
あ
り
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
今
は
毎
日
が
充

実
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
知
識
・

技
術
を
研
修
で
身
に
付
け
、
将
来
林
業
の

職
に
就
い
た
時
に
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

枝払い練習の様子

下刈り実習の様子

ロープ高所作業特別教育の様子
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１　はじめに
　建材用材として加工しやすく美しさのあるスギは日本全国に分布し、屋久スギや秋田スギ、吉野スギなど、
様々なブランドが存在し、奈良の法隆寺をはじめ数多くの歴史的木造建築物にも使われるなど、古くから利
用されています。
　戦後拡大造林により大面積に植栽されたスギは大量の花粉を放出し、現代病とも言われる花粉症には日本
人の多くの方が悩まされています。中でもスギ花粉は代表的なアレルゲンとして有名です。
　近年は、日本各地で無花粉スギ、少花粉スギが開発され、それらの苗木も流通するようになりました。こ
うした中、福島県では、令和３年３月に改正された福島県林木育種基本計画において、令和22年度までに県
内で生産されるスギ苗木の全てを花粉症対策に資する品種（特定母樹、少花粉等）とすることが示され、令
和４年度中にスギ特定母樹の苗木約56万本を供給すべく取り組んでいるところです。
　（特定母樹は、成長量が一般的なスギの1.5倍、花粉量が一般的なスギの半分以下の品種を、少花粉は、花
粉生産量が一般的なスギの１％以下の品種をいいます。）

２　県中農林事務所管内の取組について
　福島県では森林環境税を活用して「花粉が少ない森林づく
り事業」を行っています。この事業では、福島県林業研究セ
ンターで生産された無花粉スギ、少花粉スギの苗木を、植樹
祭や企業の森林づくりなどの住民参加型の森林づくり等に対
し、無償で苗木を配布することで、県民参画の森林づくりを
推進し、併せて花粉症対策苗木の普及を図るもので、県中農
林事務所管内では、令和元年からの３年間で３団体に820本配
布してきました。その中から、３年連続で少花粉スギを植栽
した郡山市の活動についてご紹介します。
　郡山市では毎年市内の高篠山森林公園を会場に、森と生活に深いつながりがあることを、実際に森林公園
で見て、触れて、調べて、体験してもらうため、小学３年生～６年生とその保護者を対象に、「こおりやまフォ
レストキッズクラブ」を開催しています。開催期間は５月から10月で年５回に分けて実施しており、５回目
の開催時に県中農林事務所が提供した資料で少花粉スギの学習を行ったあと、参加の記念として１人１本ず
つ少花粉スギの苗木を植栽しています。参加者からは毎回好評を得ており、

「苗木が大きくなったら見に来たい。」といった感想も寄せられています。

３　今後の普及について
　今後も管内市町村の森林づくりイベントでのPRを展開するとともに、スギ
特定母樹の苗木供給が本格的に始まることから、森林づくりイベントだけで
なく、一般的な造林においても活用いただくよう市町村、森林組合に働きか
けていきます。
　なお、高篠山森林公園内の植栽箇所は気軽に行けるところなので、少花粉
スギの生長状況などが気になる方は、是非一度足を運んでいただければと思
います。

普及指導員通信

福島県県中農林事務所
　　林業普及指導員　平　塚　真　基

花粉の少ない森林づくり事業への
取組について

植栽状況（写真提供郡山市役所林業振興課）

植栽木現況（令和４年８月）
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は
じ
め
に
、
全
国
で
は
、
猛
暑
や
豪
雨

な
ど
の
異
常
気
象
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
災

害
が
発
生
し
て
お
り
、
県
内
に
お
い
て

も
、
会
津
北
部
の
地
域
で
大
雨
に
よ
る
被

害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
に
お
い
て
は
、
平
成
二
三

年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
な
ら

び
に
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
か
ら
十
一
年
が
経
過
し
、
現

在
も
発
電
所
の
廃
炉
作
業
が
続
い
て
お

り
、
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
向
け
た
準
備
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
会
は
、
去
る
八
月
一
日
、
富
岡
町
の

双
葉
地
方
森
林
組
合
会
議
室
に
お
い
て
理

事
会
を
開
催
し
、
避
難
指
示
区
域
五
森
林

組
合
協
議
会
（
以
下
、「
五
組
合
協
議

会
」。）
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

五
組
合
協
議
会
は
、
避
難
指
示
区
域
を

抱
え
た
県
内
の
双
葉
地
方
・
飯
舘
村
・
相

馬
地
方
・
福
島
県
北
・
ふ
く
し
ま
中
央
の

五
つ
の
組
合
が
、
森
林
再
生
に
向
け
た
連

携
体
制
の
構
築
と
相
互
間
協
力
に
よ
っ

て
、
管
轄
区
域
の
森
林
の
整
備
、
人
材
育

成
等
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
二
九
年
三
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
七
年
度

ま
で
を
、「
第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
森
林
・
林
業
の
再
生

に
向
け
た
更
な
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
避
難
指
示
区
域
の

実
状
と
原
子
力
発
電
所
廃
炉
作
業
の
現
状

に
つ
い
て
、
認
識
の
共
有
を
図
る
た
め

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

五
組
合
協
議
会
か
ら
は
、
全
組
合
長
よ

り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
代
表
で
あ
る
秋

元
五
組
合
協
議
会
会
長
（
双
葉
地
方
）
か

ら
は
、
現
在
も
な
お
、
避
難
指
示
区
域
等

に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
の
影
響
が
続

き
、
入
山
も
ま
ま
な
ら
な
い
森
林
が
あ
る

実
状
、
風
評
は
な
く
な
っ
た
と
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
へ
の
懸
念
な
ど
の
思
い
を

伺
い
ま
し
た
。

　

当
会
役
員
か
ら
も
、
改
め
て
、
系
統
森

林
組
合
が
手
を
携
え
、
県
内
の
林
業
者
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
福
島
の
森
林
・
林

業
の
復
興
を
目
指
す
と
の
強
い
思
い
が
発

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
午
後
か
ら
は
、「
東
京
電
力
Ｈ

Ｄ
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

廃
炉
資
料
館
で
の
受
付
を
済
ま
せ
、
バ

ス
に
乗
っ
て
向
か
っ
た
先
に
は
、
廃
炉
作

業
が
進
む
、
剥
き
出
し
の
原
子
炉
建
屋
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
施
設
等
が
な
ら
び
、
バ

ス
の
中
で
も
、
空
間
線
量
が
六
〇
μSv
／
ｈ

を
超
え
ま
し
た
。

　

降
車
を
許
可
さ
れ
た
高
台
か
ら
見
る
一

～
四
号
機
原
子
炉
建
屋
外
観
俯
瞰
エ
リ
ア

は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
苦
労
が
あ
っ

て
、
今
日
が
あ
る
こ
と
、
風
化
さ
せ
て
は

い
け
な
い
、
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
、
被
ば
く
線
量
を
測
定
し

た
時
、「
〇
・
〇
二
mSv
で
、
こ
れ
は
、
胃

の
Ｘ
線
検
診
一
回
の
約
二
〇
分
の
一
の

量
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
レ
ン
ト
ゲ
ン＞

視
察
で
受
け
た
被
ば

く
線
量
」
で
も
、
心
の
物
差
し
で
計
っ
た

線
量
は
、
今
も
、「
レ
ン
ト
ゲ
ン＜

視
察

で
受
け
た
被
ば
く
線
量
」。

　

こ
れ
が
、「
安
全
」
と
「
安
心
」
の
違

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
会
で
は
、
平
成
二
九
年
度
に
選
別
機

を
入
替
導
入
、
併
せ
て
放
射
性
物
質
測
定

装
置
を
設
置
し
、
消
費
者
の
み
な
さ
ま
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、い
わ
き
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
四
六
―
八
九
―
二
二
八
八
）

を
ご
用
命
下
さ
い
。

（画像提供：東京電力HD㈱）

「
避
難
指
示
区
域
五
森
林
組
合
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
開
催
」

な
ら
び
に

「
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察
」に
つ
い
て

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

森連だより
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１
．
令
和
四
年
度
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
菌
床

の
培
養
状
況
に
つ
い
て

　

き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
も

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
（
品
種
登
録
出
願

中
）
で
あ
る
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
（「
ホ
ン

シ
メ
ジ
Ｈ
106
号
」
の
愛
称
）
の
菌
床
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
五
月
～
六
月
に
菌
床
を

製
造
し
空
調
施
設
内
に
て
培
養
中
で
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
順
調
な
菌
回
り
で
あ

り
、
九
月
～
十
月
に
生
産
者
の
方
々
へ
菌

床
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。
福
島
県
で
開

発
さ
れ
た
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
は
、
発
生
が

環
境
や
栽
培
方
法
に
左
右
さ
れ
や
す
く
栽

培
に
当
た
っ
て
は
き
め
細
か
な
気
配
り
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
ほ
ん
し

め
じ
栽
培
経
験
の
あ
る
一
部
の
生
産
者
の

団体のページ

方
を
対
象
に
菌
床
を
販
売
し
て
い
る
の
で

出
荷
量
が
少
な
く
よ
り
貴
重
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
十
月
～
十
一
月
頃
に
県
内
の
直

売
所
等
で
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
見
か

け
の
際
に
は
是
非
と
も
お
買
い
求
め
の
う

え
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

２
．
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
肉
巻
き
定
食
レ

シ
ピ
の
紹
介

　

ふ
く
ふ
く
し
め
じ
は
、
そ
の
栽
培
方
法

か
ら
野
生
の
ホ
ン
シ
メ
ジ
と
比
較
し
て
も
遜

色
の
な
い
美
味
し
さ
で
、
う
ま
味
成
分
で

あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
当
セ

ン
タ
ー
が
事
務
局
を
担
当
す
る
福
島
県
き

の
こ
振
興
協
議
会
が
令
和
元
年
度
に
日
本

ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
現
場
か
ら

�

～
菌
回
り
順
調
で
す
～　

（
公
社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会　

き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー

橋
ふ
く
し
ま
館
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
で
提
供
し

好
評
を
得
た
「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
肉
巻

き
定
食
」
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

県
産
食
材
に
こ
だ
わ
り
、
ふ
く
ふ
く
し
め

今年度のふくふくしめじ菌床

◦ふくふくしめじの肉巻き定食レシピ◦

昨年度発生したふくふくしめじ

ふくふくしめじの肉巻き定食

きのこセンター
だより

じ
の
歯
ご
た
え
や
う
ま
味
を
し
っ
か
り
と
活

か
し
た
一
品
で
す
。
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
を
ご

購
入
の
折
に
は
、
こ
ち
ら
の
レ
シ
ピ
を
是
非

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
く
ふ
く
し
め
じ
は
十
月
～
十
一
月
頃

の
季
節
限
定
で
収
穫
で
き
る
き
の
こ
な
の

で
、
消
費
者
の
目
に
出
来
る
だ
け
長
く
と

ま
る
た
め
に
は
加
工
品
の
開
発
が
と
て
も

有
効
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
栽
培
の
安

定
化
に
よ
り
生
産
量
を
増
や
す
と
同
時

に
、
レ
シ
ピ
開
発
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
販
売
や

加
工
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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郡
山
女
子
大
学　

生
活
科
学
科　

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻　

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

奥
会
津
の
人
と
文
化
を
つ
な
ぐ

（
木
工
房
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
）

木
の
文
化
を
育
む
�

○
は
じ
め
に

　

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
奥
会
津

は
、
厳
し
い
自
然
環
境
で
育
ま
れ
た
生
活

文
化
が
古
く
か
ら
息
づ
い
て
お
り
、
今
も

な
お
、
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

古
か
ら
の
伝
統
文
化
の
継
承
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
そ
れ
ら
を
未
来

へ
と
紡
い
で
ゆ
く
た
め
に
、
地
域
の
伝
統

文
化
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
会
津
桐
の
魅
力
を
発
信

　
『
木
工
房
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
』（
柳
津
町
）

は
代
表 

目
黒 

照
枝
さ
ん
が
木
工
製
品
の

工
房
と
し
て
設
立
し
、
今
年
で
七
年
目
を

迎
え
ま
す
。
三
島
町
出
身
の
目
黒
さ
ん

は
、
奥
会
津
の
森
林
や
木
材
の
良
さ
を
一

人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
欲
し
い
と
の

強
い
想
い
か
ら
、
地
域
の
特
用
林
産
物
で

あ
る
「
会
津
桐
」
を
材
料
と
し
た
木
製
玩

具
や
日
用
品
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

桐
以
外
の
木
材
も
全
て
地
元
産
材
を
使
用

し
、
県
内
外
に
お
い
て
木
工
体
験
等
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
木
工
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
環
境
学
習
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
独
自
に
請
負
、
人
々
の
森
林
へ

の
関
心
を
喚
起
し
な
が
ら
、
目
の
前
の
山

や
樹
木
を
見
つ
め
な
お
し
活
用
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
奥
会
津
で
育
ま
れ
た
高
品

質
の
会
津
桐
を
中
心
に
、
地
元
産
材
や
木

製
品
の
良
さ
を
多
く
の
人
々
へ
伝
え
て
い

ま
す
。

　

目
黒
さ
ん
は
、
木
製
玩
具
や
木
工
教
室

を
通
じ
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
生
涯
教
育
や

創
造
力
・
発
想
力
が
豊
か
な
子
ど
も
達
の

成
長
を
育
み
、
日
々
木
工
に
取
り
組
む
と

共
に
、
地
域
が
活
性
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
、
て
し
ご
と
の
作
り
手
や
人
々
が

集
う
地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。

○
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り

　

目
黒
さ
ん
は
二
〇
一
七
年
五
月
よ
り
、

任
意
団
体
「
や
な
い
づ
手
づ
く
り
市
実
行

委
員
会
」
を
設
立
し
、
代
表
と
し
て
「
奥

会
津
や
な
い
づ
手
づ
く
り
市
」（
以
下
、

や
な
い
づ
手
づ
く
り
市
）
を
主
催
し
て
い

ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
秋
、
第
六
回
や
な
い
づ
手

づ
く
り
市
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
通
常

規
模
で
の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
度
よ
り
商
店
街
の
活
性
化
を
視
野
に

入
れ
、
開
催
方
法
や
場
所
を
一
新
し
、
柳

津
町
内
の
あ
か
べ
こ
通
り
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
「
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
三
密
を
回
避
す
る
コ

ロ
ナ
の
感
染
対
策
と
し
て
、
ま
た
商
店
街

も
活
性
化
し
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

手
づ
く
り
市
を
通
し
て
町
内
外
の
多
く

の
人
々
と
交
流
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
モ

ノ
づ
く
り
を
通
し
て
豊
か
な
地
域
づ
く
り

の
糧
に
な
れ
た
ら
」
と
目
黒
さ
ん
。
ミ
ニ

マ
ル
シ
ェ
で
は
、
職
場
体
験
と
し
て
地
元

中
学
生
を
受
け
入
れ
、
木
工
ア
ク
セ
サ

リ
ー
キ
ッ
ト
の
組
み
立
て
や
宣
伝
・
会
場

準
備
・
販
売
・
片
付
け
な
ど
一
連
の
体
験

の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
目
黒
さ
ん

は
「
こ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
自
分
た
ち

の
未
来
を
切
り
開
く
力
を
少
し
で
も
培
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

○
桐
の
卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー

　

木
工
房
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
で
は
、
地
元
の

小
学
校
や
中
学
校
を
対
象
に
会
津
桐
の
卒

業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

会
津
桐
の
柾
目
の
板
を
使
用
し
、
レ
ー

ザ
ー
加
工
に
て
刻
字
し
ま
す
。
板
と
板
を

つ
な
ぐ
製
本
テ
ー
プ
は
会
津
木
綿
の
大
名

縞
に
両
面
テ
ー
プ
を
貼
り
付
け
た
手
づ
く

り
で
す
。「
桐
の
感
触
を
大
切
な
セ
レ
モ

ニ
ー
で
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
の
は
非
常
に

嬉
し
い
限
り
で
す
」
と
目
黒
さ
ん
。
会
津

桐
の
花
は
柳
津
町
の
町
花
に
も
な
っ
て
お

り
、
卒
業
生
の
未
来
に
た
く
さ
ん
の
エ
ー

ル
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

○
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

多
様
な
世
代
に
作
る
楽
し
さ
を
伝
え
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
、
目
黒
さ
ん
は
世
代

に
合
っ
た
木
工
制
作
キ
ッ
ト
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
三
回
目
を
迎
え
た
柳
津
町
の
高

齢
者
学
級
（
月
一
回
開
催
）
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
桐
の
マ
ス
ク
ス
タ
ン

ド
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
個
包
装
の
使
い

捨
て
マ
ス
ク
が
三
〇
枚
ほ
ど
収
納
で
き
ま

す
。
高
齢
者
が
短
時
間
で
簡
単
に
制
作
で

き
る
「
桐
の
マ
ス
ク
ス
タ
ン
ド
」
キ
ッ
ト

は
、
組
み
立
て
・
乾
燥
・
仕
上
げ
ま
で
所

要
時
間
一
時
間
程
度
で
完
成
し
ま
す
。

○
ま
と
め

　

伝
統
文
化
を
守
り
、
未
来
へ
繋
い
で
ゆ

く
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
貴
方
も
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

桐のマスクスタンド 桐の卒業証書ホルダー
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五
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
一
七
㌫
減
（
前
年
比
一
九
㌫
増
）
の

二
三
、
七
八
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
七
㌫
減
（
前
年
比
一
九
㌫
増
）
の
二
三
、
七
一
九
立
方
㍍

と
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
価
格
は
弱
含
み
と
な
っ
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（2022年６月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7（ 6～ 8） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 23（23～24） 11（10～11） △1

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 10（10～10） 0 　（ 0～ 0） 11（11～11） 0 10（10～11） 0

10～14 並 スギ 17（17～17） 1 　（ 0～ 0） 16（14～18） 0 16（14～18） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 18（16～19） 1 15（15～15） △1 17（16～18） 0 17（15～19） 0

並 ヒノキ 19（19～19） 0 　（ 0～ 0） 25（21～30） △1 23（19～30） 0

6.00
並 スギ 20（17～22） 0 12（12～12） 0 21（21～21） 0 19（12～22） 0

並 ヒノキ 30（30～30） 0 　（ 0～ 0） 29（29～29） △1 30（29～30） 0

20～28

3.65 並 スギ 14（13～16） △1 14（12～15） 0 15（13～17） 0 14（12～17） △1

4.00
並 スギ 14（14～16） △1 12（12～12） △1 15（13～17） 0 14（12～17） 0

並 アカマツ 11（10～12） △3 　（ 0～ 0） 11（10～12） 0 11（10～12） △2

1.80 並 アカマツ 11（11～11） △2 　（ 0～ 0） 10（ 9～10） 1 10（ 9～11） △1

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 38（38～38） 0 38（38～38） 0

並 米マツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 40（40～40） 0 40（40～40） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 35（35～35） 0 35（35～35） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 35（35～35） 0 35（35～35） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 35（35～35） 0 35（35～35） 0

パルプ
用材

並 マツ  7（ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0）  7（ 7～ 7） 0

並 広葉樹 10（10～10） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 10（10～10） 0

　

林
業
福
島
六
月
号
の
巻
頭
記
事
か
ら

「
国
有
林
の
森
林
鉄
道
が
国
鉄
原
町
駅
ま

で
伸
び
て
い
た
」
と
い
う
内
容
を
拝
見

し
、「
福
島
の
森
林
鉄
道
Ｗ
Ｅ
Ｂ
史
料
室
」

を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、（
別
図
の
と
お
り
）

駅
の
隣
に
あ
っ
た
「
原
町
貯
木
場
」
を
起

点
に
、
北
は
飯
舘
村
の
蕨
平
地
区
、
南
は

浪
江
町
境
の
鉄
山
地
区
ま
で
至
り
、
本
線

だ
け
で
二
三
・
七
㌔
㍍
に
お
よ
ぶ
一
大
森

林
鉄
道
網
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
も
原
町
駅
前
に
立
つ
と
、
当
時
の
森

林
鉄
道
跡
と
み
ら
れ
る
道
路
が
駅
前
通
り

の
や
や
南
側
か
ら
斜
め
に
走
っ
て
お
り
、

横
川
ダ
ム
方
面
に
向
か
う
県
道
に
合
流
し

て
い
ま
す
。

　

当
時
の
こ
と
に
詳
し
い
方
に
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

○
Ａ
材
木
店
社
長
（
鉄
道
廃
止
時
（
昭
和

三
四
年
）
五
歳
～
六
歳
）

　

鉄
山
か
ら
原
ノ
町
駅
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
の

軌
道
が
通
っ
て
お
り
、
軌
道
の
両
側
に
は

当
社
を
含
め
多
く
の
製
材
工
場
が
並
ん
で

い
た
。（
当
時
ト
ラ
ッ
ク
等
が
な
い
の
で
）

そ
れ
ぞ
れ
森
林
軌
道
か
ら
各
工
場
ま
で
支

線
を
引
き
込
ん
で
利
用
し
、
駅
経
由
で
首

都
圏
な
ど
へ
出
荷
し
て
い
た
。

○
Ｂ
製
材
所
社
長
（
鉄
道
廃
止
時
十
三
歳
位
）

　

ト
ロ
ッ
コ
は
頻
繁
に
荷
物
を
運
ん
で
い

た
。
営
林
署
は
機
動
車
、
民
間
は
（
軌
道

を
使
っ
て
）
馬
で
荷
を
引
い
て
い
た
。
木

材
や
薪
、
炭
等
林
産
物
の
ほ
か
、
鉄
鉱
石
、

珪
砂
を
ガ
ラ
ス
工
場
等
へ
運
搬
し
て
い
た
。

　

お
二
人
の
お
話
か
ら
、
国
有
林
の
他
に

も
、
多
く
の
民
間
工
場
等
が
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
森
林
鉄
道
を
利
用
し
て
い
た
事
が
わ

か
り
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
が
主
流
に
な

る
以
前
で
あ
り
、「
林
道
」
と
し
て
官
民

共
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
「
原
町
森
林
鉄
道
」

と
検
索
す
る
と
、
色
々
な
人
が
旧
森
林
鉄

道
跡
を
探
索
し
た
サ
イ
ト
が
複
数
ヒ
ッ
ト

し
、ほ
ぼ
全
線
が
探
訪
し
つ
く
さ
れ
て
お
り
、

凄
い
読
み
ご
た
え
で
す
。（
恐
る
べ
し
「
鉄

道
」
の
力
）
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
原
町
森
林
鉄
道
」
を
偲
ん
で武　

藤　
　
　

司

相
双
農
林
事
務
所

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

※出典：�福島森林管理署「福島の森林鉄道
WEB史料室」添付資料より転記
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お知らせコーナー

編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

林業福島　令和４年９月１日発行

福島市

二本松市

郡山市

白河市

塙町

喜多方市

棚倉町

西郷村

大玉村

伊達市

国見町

鮫川村

矢祭町

磐梯町

いわき市

川俣町

天栄村

石川町

須賀川市

桑折町

猪苗代町

北塩原村

葛尾村

相馬市

新地町

南相馬市

古殿町

泉崎村

川内村

広野町

浅川町

本宮市

会津坂下町

矢吹町

中島村

玉川村 平田村

小野町

田村市三春町

鏡石町

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

飯舘村

20km

20km

昭和村

下郷町

会津若松市

猪苗代湖

只見町

会津美里

西会津町

三島町

柳津町

： 出荷制限市町村

： 出荷制限⼀部解除市町村
⻄会津町［ナメコ、ムキタケ、マイタケ、クリタケ］、三島町［マイタケ］
、会津美⾥町［ムキタケ、ナメコ］、只⾒町［ナメコ、ムキタケ、
クリタケ、マイタケ、ナラタケ、ブナハリタケ］、昭和村［ムキタケ、
マイタケ、クリタケ、ナメコ］、会津若松市［ムキタケ、クリタケ］、
柳津町［マイタケ］、県内全域（湯川村、⾦⼭町、南会津町、檜枝岐村を除く）
［県の定める出荷・検査⽅針に基づき検査し、管理されたマツタケ］

桧枝岐村

換　
　

気

　

こ
こ
二
、
三
年
の
間
「
換
気
」
を
特
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ア
コ
ン
で
室
内

温
度
の
調
整
中
で
あ
っ
て
も
、
一
日
に
何
回
と
な
く
窓
を
あ
け
る
。
人
や
車
の
動
く
気
配

や
、
節
に
よ
っ
て
は
、
生
暖
か
い
あ
る
い
は
冷
た
い
空
気
が
入
っ
て
く
る
。

　

真
夏
の
朝
、
窓
を
開
け
放
す
と
、
樹
齢
二
〇
年
の
庭
の
桜
の
木
か
ら
一
斉
に
蝉
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
も
う
朝
か
ら
十
分
に
暑
い
空
気
が
感
じ
ら
れ
た
の

だ
が
、
お
盆
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
朝
の
風
に
少
し
ず
つ
「
涼
」
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。（
ス
ス
キ
の
若
い
穂
が
真
っ
す
ぐ
朝
空
に
向
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
…
）

　

九
月
に
入
る
と
、
残
暑
の
風
に
「
あ
っ
、
涼
し
い
」
と
ほ
っ
と
す
る
瞬
間
が
あ
る
。（
も

う
、
夕
方
の
風
だ
）
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す
る
と
、
家
の
中
は
、
も
う
す
で
に
、
あ
の
蒸

し
っ
と
し
た
空
気
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
和
ら
い
で
い
る
。
窓
を
開
け
る
と
、
今
度
は

音
も
な
く
夜
の
風
だ
。（
な
ん
て　

心
地
よ
い
）
日
脚
が
短
く
な
っ
て
き
て
、
開
け
た
窓

か
ら
暗
さ
も
忍
び
込
ん
で
来
る
が
、
蝉
時
雨
が
ふ
っ
て
い
た
庭
も
、
草
の
茂
み
か
ら
聞
こ

え
る
虫
の
音
に
、
少
し
「
ほ
っ
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
ん
な
夕
刻
か
ら
夜
へ

の
窓
の
時
間
、
秋
の
始
め
だ
か
ら
、
し
ば
ら
く
楽
し
め
る
。

　

私
た
ち
は
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
制
約
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。

時
に
息
苦
し
く
も
な
る
が
、
窓
を
開
け
る
こ
と
で
「
そ
の
ま
ん
ま
」
の
空
気
や
風
や
、
時

に
街
も
感
じ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
制
約
の
中
で
、
こ
ん
な
セ
ン
サ
ー
を
も
つ
の
も
悪
く
な
い
。

�
（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「森林整備作業中」
第18回ふくしま森林・林業写真
コンクール　入選
受賞者　佐藤　弘さん（西郷村）
撮影場所：西郷村
コメント：山林の樹木を伐採し
ている所を撮影しました。

○
野
生
き
の
こ
に
関
す
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

野
生
き
の
こ
が
発
生
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
が

出
荷
を
制
限
し
て
い
る
市
町

村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
き

の
こ
は
、
出
荷
・
販
売
・
加

工
、
飲
食
店
な
ど
で
の
提

供
、
無
償
譲
渡
、
フ
リ
マ
ア

プ
リ
等
で
の
販
売
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
部
市
町
村
・
品

目
で
は
出
荷
が
可
能
で
す

が
、
出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
県
農
林
事
務
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
き
の
こ
の
流

通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●連絡先一覧

事務所名 住所・連絡先

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）

024－521－2632

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１

024－935－1367

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１

0247－33－2123

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字天神６－３

0241－24－5734

南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１

0241－62－5375

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30

0244－26－4305

富岡林業指導所
富岡町小浜553－２

0240－23－6084

いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15

0246－24－6193

●野生きのこ出荷制限位置図

※�最新情報は福島県林業振興課ホーム
ページでご確認ください。

　（https://www.pref.fukushima.lg.jp/
sec/36055c/ringyo-monitoring.html）

：出荷制限市町村

：出荷制限⼀部解除市町村
⻄会津町［ナメコ、ムキタケ、マイタケ、クリタケ］、三島町［マイ
タケ］、会津美⾥町［ムキタケ、ナメコ］、只⾒町［ナメコ、ムキタケ、
クリタケ、マイタケ、ナラタケ、ブナハリタケ］、昭和村［ムキタケ、
マイタケ、クリタケ、ナメコ］、会津若松市［ムキタケ、クリタケ］、
柳津町［マイタケ］、県内全域（湯川村、⾦⼭町、南会津町、檜枝
岐村を除く）

［県の定める出荷・検査⽅針に基づき検査し、管理されたマツタケ］



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

（ 仙台支店  ） 〒９８１-３１３３ 宮城県仙台市泉区泉中央１丁目１６-６ 

TEL ０２２-347-3689 FAX ０２２-３47-３６９９
（ 本社 ・ 工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西５-１
（ 支     店 ） 札幌･東北･仙台･関東･中部・関西･中四国・九州

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

令和４年度「林業福島」広告原稿

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大３８度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッタ解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

・ ８コントローラを搭載

・新開発のスタッドローラ（オプション）

 

製品情報



監　
　
　

修　

福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

編
集
発
行
人　

飯
沼　

隆
宏　
　
　
　
　

福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
林
業
会
館
内

定
価
一
一
〇
円
（
税
込
）

年
間
購
読
料
一
、九
八
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚

林
業
福
島
九
月
号 

通
巻
第
六
九
七
号

令
和
四
年
九
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


